
 　　　　　   は生出の山に抱かれて同地に現存
してきた。ここでは 300 年近く使い続けられて
きた民家をお披露目するものである。民家の実
態とこれからも生き続けていくであろう民家の
現状を伝え続けていくものである。

1 1 月 4 日 ( 月 )

～ 生 出 に お い で ： 民 カ フ ェ ～み ん か 開 き

　　　　　　  とは民家とカフェを掛け合わせた
造語で、民家などの居住空間に喫茶空間に設え
て行う企画のことです。  一日限定の喫茶空間を
お楽しみいただければと思います。
※コーヒーとジュースのみのご提供となっております。お菓子な
どの持ち込みは自由です。
※入場料は無料。飲み物代は 100 円 ( 実費です )

民カフェ　

旧守屋邸

江 戸 時 代 よ り こ の 地 に 佇 む 旧 守 屋 邸 を 公 開 ！

　　　　　　　　   旧守屋邸をお掃除していく過
程で様々なものが部屋から出てきました ( 特に
食器類が多かった！！ )。   そこで、この度それ
らを魅力的に展示すると同時にガラクタ市を開
催いたします。どうぞ手に取りながらお楽しみ
ください。
※料金等は会場にて表示しておりますのでご了承ください。

ガラクタ市➀

　　　　　　　　　　　　　同会は各地で行わ
れている民家再生 WS の交流を目的とした会で
す。これまでつくば・鹿児島・仙台で各大学が
交流会を行ってきました。今回は、はるばる鹿
児島大学のチームが参加し、事例報告を行って
くれることになっています。
( 報告者：鹿児島大学 小山研究室／東北工業大学　不破研究室 )

民家再生文化交流会
➀

アクセスマップ

赤石分校

会場への道

赤石橋

旧守屋邸

会場への道



みんか開き

2019 年 11 月 4 日　10：00-15：00

　仙台に現存する中でも最も古い民家といわれている旧守屋邸。この民家は約 300 年使い続けられ、守られてきた。そして今も生きている。

一方で使われずに時を止めてしまっていたこともある。まずは誰もができる「掃除」から始めてみた。この度、「みんか開き」と題して、民家

を喫茶空間に設え、「民カフェ」を開催します。そして、この地で現在まで受け継がれてきた一つの民家の意義を皆で考え続けたいのです。
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アクセス：赤 石 分 校 よ り 徒 歩 1 0 分  ・ 生 出 市 民 セ ン タ ー よ り 車 で 8 分 ・ ア グ リ エ の 森 よ り 車 で 5 分
主 催 ：東北工業大学  不破研究室   担当者 ( 吉田 )080-1671-8867　　協力：太白区・生出まちづくり委員会　　共同WS：鹿児島大学

生出においで：民カフェ

※民家再生事例報告会　11：00 ～・13：00 ～ ( 報告・講演：鹿児島大学 小山研究室／東北工業大学  不破研究室 )
　


